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第1章　 緒 論

嚢 ニ予ハ家兎ニ於ケル第1視 覚中樞 ト大腦半球視皮 トノ關係ニ就キテ研究成績ヲ發表セシ

ガ今囘ハ犬 ニ就キ同様 ノ實驗成績 ヲ報告セン ト欲 ス.

第II章　 犬ノ正常外膝状體ノ所見

犬 ノ外膝状 體ニ關 スル精密 ナル文献 ハ頗 ル稀 ニ シテ只 見ルベ キモ ノハ得能氏 ノMarchi標 本

ニ ヨル モ ノアルノ ミ然 レドモ未 ダ充分 ナラザル ガ故 ニ予 ハ次 ニ犬 ノ外膝状體 前頭斷連續切 片ノ

Nissl氏 所 見 ヲ述 ベ ン ト欲 ス.

犬 ノ外膝状體 ハ背腹兩核 ヨリナルモ腹核 ハ其發育頗 ル微弱 ニシテ本研究ニ關係少 キニヨリ主

トシテ背核 ニ就キテ述 ブベ シ.

背 核 ノ構 造 ハ 極 メ テ複 雜 ナ ル モ尾 部(Fig. 1ノ1, 2.)中 部(Fig. 1ノ3, 4, 5.)口 部(Fig. 1

ノ6, 7, 8, 9.)ノ3部 ニ分 チ 説 明 ス レバ

背核尾部 ハ視丘 ヨリ全ク遊離 シ其尾端斷面(Fig. 1ノ1.)ハ 圓形又ハ橢圓形ヲ呈 シ細胞 ハ

大 小不同 ノ圓形,橢 圓形,多 稜形 ノモ ノヨ リナル.稍 々口方(Fig. 1ノ2.)ニ 進 メバ該核 ハ背内

方 ニテ膨 大 シ腹 外方 ニテ小 トナ リ梨 子状 テ呈 シ其中心 ヨリ稍 々外方 ニ圓形又 ハ帶 圓紡錘形 ノ小
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254 鴛 海 喬

細胞群 ヲ有 セ リ.此 小細胞群(a)ハ 背

内方 ヨ リ腹外 方 ニ其長 軸 ヲ向ク(Fig.

 1ノ2ノa.)此a細 胞群 ノ内腹側 ニ於

テ髓線 ヲ隔 テ之 ラ圍繞 セルb細 胞群 ア

リ(Fig. 1ノ2ノb.) b群 ノ細胞 ハa

群 ノモ ノ ヨリ稍 々大 ニシテ群 ノ長軸 ハ

背 内方 ヨ リ腹 外方 ニ向 ヘル コ トa群 ト

同 ジ.更 ニb群 ノ内腹側 ニ於 テ之 ヲ被

包 セルc群 ア リ大 小種 々 ノ多極性細胞

ヨ リナル(Fig. 1ノ2ノc.)此c群 ノ

細胞 ノ排列 ハ腹部 ニテハ其 長軸 ヲ背腹

ノ方向 ニ向 クルモ背 部 ニテハ方 向一定

セズ.

背 核中部 トハa群 ノ中央 ニRadia

tio opticaガ 出現 スル高 サ ヨリ背核 が

背腹兩 部 ニ全 ク分離 スル高迄 ノ部 テ云

フ(Fig. 1ノ3, 4, 5.)此 部 ニ於 テハc

群 其發 育最 良ニ シテ内方 ヨ リ他 ノ諸群

ヲ被色 セ リ.

背核 口部 トハ同核 ガ著明ニ腹背兩

部 ニ分 ル ル 部 テ 云 フ(Fig. 1ノ6, 7, 8, 9.)

此部ニ於ケル背核背部(d. p.)ハ 尾 方ニ於ケルa群 ノ1部 トc群 トノ連續 ヨリナルモノニシテ

ロ方ニテハ兩群 ノ細胞ハ互 ニ混在セルモ尾方ニ於テハa群 ハc群 ノ腹方ニ凹側テ背方ニ向テ存

在ス.前 者 ノ細胞ハ其長軸テ背腹 ノ方向 ニ向ルモ後者ノモノハ其排列整然 タラズ.

Fig. 1

背核腹部(V. P.)ハRadiatio opticaニ 依 リ背部 ヨ リ隔 テ ラレ其腹方 ニ存 在 シ背 部 ヨ リ僅 ニ

ロ方 ニ延長 セ リ此 部ハ尾方 ニ於 ケルa群 ノ1部(v. p. a.)トb群 トノ連續(v. p. b.)ト ヨ リナ

ル モノニ シテ前者 ハ後者 ヲ背方 ヨリ被包 セ リ. a群 ノ細 胞(v. p. a.)ハ 背 部 ノ同群(d. p. a.)

ノ モ ノ ト全 然同一 ニ シテ排列 モ亦多 ク ハ其長軸 ラ背腹 ノ方向 ニ向 クルテ見 ル. b群(v. p. b.)

ノ細 胞 ハ尾部 ニ於 ケル ヨ リモ幾分大 サヲ減 ジa群 ノモノ ト同様 ノ排 列 ヲ示 セ リ.要 スルニa, b,

 cノ3群 ハ外膝 状體 尾端 ヨリロ端 マ デ通 ジテ存 在 スル モ該體口方 ニテハa群 ハ分 レテ背腹兩部

ニ移 行 シb群 ハ核 ノ腹部 ニc群 ハ核 ノ背 部 ニ移 行スルモ ノ トス.

下記 ノ所 見ニ關 シ術側 ニアリテハ特ニ術側ノ文字 テ用 ヒズ反射側 ノ場合ニノ ミ反射側 ノ文字

ヲ冠 ズベシ.
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第III章　 實 驗1

第1項　 大腦 半球後 頭極 部剔除(Marchi-Methode)

生後2箇 月 ノ犬 ノ左側大腦半球後頭極ヲ剔除 シ術後21日 ヲ經テ致死セシメタル腦ヲMarobi標 本 トナセ

リ.

肉眼的所見.左 側大腦半球後頭極ハ除去セラレ其附近ハ萎縮 シ反對側ニ比 シ小ナリ.

顯微鏡的所見.尾 方ヨリ口方ニ變化ヲ追跡 シ記載ス.

大 腦 半 球 尾 端 部Fig. 2.ニ 見 ルガ 如 ク第4廻 轉 尾 端 ニ損 傷 ア リ即 チGyrns postlateralis, Gyrus postsple

nialisノ 皮 質 及 ビ髓 質 ノ背 端 ハ 大 部 分 破 壞 サ レ其 邊 縁 ニ稠 密 ノ變 性 顆 粒 群 在 ス 就 中髓 質 中 ノ モ ノ 最 モ密 在

セ リ然 レ ドモ 損 傷 部 ヲ遠 カ ル ニ從 テ 疎 トナ ル.皮 質 中 ニハ 其 表 面 ニ向 テ 放 散 セ ル散 在 性變 性 顆 粒 ヲ見 ル モ

外 顆 粒 層 ニ ハ達 セズ. Sulcus suprnsylvius posteriorヨ リ腹 方 ノ皮 質 ニハ 殆 ド變 性 顆 粒 ヲ見 ズ.反 對 側大 腦

半 球Gyrus lateralis posteriorノ 髓 質 及 ビ皮 質 ノ深 層 ニ少 數 ノ變 性 顆粒 ヲ 見 ル.

稍 々 口方 ニ進 メバGyrus laternlis posteriorノ 皮質 ノ大 部 分 トGyrus postsplenialisノ 腹 半 部 卜Gyrus

 splenialis尾 部 ノ背 半 部 ガ損傷 セ リ其外 側 ノ髓 質 ノ1部 ニハ 特 ニ稠 密 ナ ル變 性 顆 粒 ヲ見 ル(此 部 分 ハCentrum

 semiovaleニ 相 當 ス)損 傷 部 ハ此 部 ノ腹 端 ノ内 側 ニ底 面 ヲ有 シ背 内 方 ニ蔓 延 シ一 大 室 洞 ヲ形 成 セ リ.其 周 圍

ニ變 性 顆粒 ノ密 在 セ ル コ ト前 切片 ト同 様 ナ リ.又 此 部 ニテ ハSulcus suprasylvius posteriorヨ リモ稍 々腹 方

ノ髓 質 中 ニモ 微 細 ノ變 性顆 粒 ヲ見 ル.反 封 側 ニ於 ケル所 見 ハ 前 切 片同 様 ナ リ.

前 四 疊 體 尾 部 ノ高 サ.半 球 ノGyrus lateralis posterior及 ビGyrus splenialisノ 髓 質 中 ニ長 方 形 ノ室 洞 ア

リ是 レ損 傷 ノ口端 部 ナ リ トス.其 周 壁 ニ濃 黒 色 ノ變 性 顆 粒 群 ア リ但半 球 腹 方1/3部 ニ殆 ド全 ク變 性 顆粒 ヲ有

セ ズ.前 四 疊 體 ニ モ變 性 顆 粒 ヲ認 メ ズ,反 封 側 ニ於 テ モ亦 然 リ.同 側 大 腦 脚 足 ニ變 性顆 顆 ヲ認 ム.

前四疊體中部ノ高サ.大 腦半球ニ全ク損傷ヲ見ズ, Centrum semiovale中 ニハ大小ノ變性顆粒群在セリ

(Fig. 3).前 四疊體中央部ハ表在灰白質及ビ視神經纎維層中島極小ナル散在性變性顆粒ヲ見ル.反 射側前四

畳體ニハ變化ナシ.

外 膝 状 體 尾 端 ノ高 サ.大 腦 半 球 ニ於 テ ハ 外 膝 状 體 ノ背 外 方 ニ於 テCornu Ammonisニ 接 ス ルCentrum

 semiovale中 ニ稠 密 ナ ル變 性 顆 粒 ヲ見 ル.外 膝 状 體尾 端 部 中 ニモ彌 漫性 變 性 顆 粒 ア リ(Fig.4)前 四 畳 體 内

ノ變 性 顆 粒 ハ前 切 片 ヨ リ遙 ニ増 加 シ視 神 経 纎維 層 表在 灰 白質 ノ ミナ ラズ 中 間 灰 白 質 及 ピ帯 伏 下 層 ニモ 之 ヲ

認 ム但 正 中線 ニ 向 テ減 數 シ前 四 疊 體 連 合 ニハ 全 ク之 ヲ 見 ザ ル ニ至 ル。前 四 疊 體 脾 及 ビRadiatio optica中 ニ

モ變 性 顆粒 ヲ見 ル. Corpus callosum及 ビ反封 側 半球 ノCentrum semiovale中 ニ可 ナ リ多 數 ノ變 性 顆 粒 ア リ

之 ニ反 シ反 對 側 前四 疊 體 ニハ全 ク變 性顆 粒 ヲ見 ズ.

外膝状謹中1/3境 界 ノ高サ.大 腦半球 ニ於ケル所見ハ前切片 ト同様ナ リ.

外膝状體ニハ其背内部ニ大小變性顆粒群在シ腹外部ハ比較的小ナル變性顆粒疎在セリ(Fig. 5),而 シテ該

體背内部ニ存スル數條 ノ髓層中ニハ 他ノ部分ヨ リ稠密ナル變性顆粒ヲ見ル.該 體 ノ内側ニ出現セル 床枕中

ニモ變性顆粒散在シ尚ホRadiatio optica中 ニ群在性變性顆粒ア リ.内膝状體及 ビ其他 ノ部分ニ特記スベキ

モノナシ.

外 膝状體中部ノ高サ.此 部ノ高サニテハRadiatio opticaノ 發育良好ニシテ外膝状體 ノ腹外方ヨリ背内方
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256 鴛 海 喬

ニ進入セ リ.之ニ 稠密 ノ群在性變性顆粒混在セリ(Fig. 6).又 外膝状體背内部ニ稠密ナル彌漫的變性顆粒ア

ルノ他該體腹外部ヲ背外方ヨリ圍繞スル變性顆粒ヲモ見 ル. Pulvinarト 該 體 トノ中間ニ稠密ナル群在性變性

顆粒アリ.且 床枕ニモ中央ニ於テ稠密ニ シテ周圍ニ疎ナル變性顆粒存在ス. Fig. 6ニ 示 スモノハ外膝状體 ノ

口部 ノ尾部ニ シテ即チFig. 1ノ6ニ 相當スル所 トス.此 部ニ於テハ外膝状體背核ハ背腹兩部 分 レ,變 性顆

粒ハ背部a及 ビcノ 内部並ニ腹部aノ 背端ニ著明ニ存在ス.腹 部aハ 腹端ニモ疎在スレドモ腹部bノ 腹内

部ニ ハ殆 ド全ク之ヲ見ズ.

前四疊體ニハ 微細ノ變性顆粒彌漫的ニ存スルコト前切片 ト同様ナリ.而 シテ該體口端ニ至ルマデ之ヲ認

ム.

大腦 半 球 ニ於 テ ハ 前 切 片 同 様Centrum semiovaleニ 群在 性Corpus callosum散 在 性 ノ變 性 顆 粒 ヲ見

ル.

外膝状體口部中央 ノ高サ.大 腦半球ハ間腦 ト連續 シ變性顆粒ハ内嚢ノ背2/3ニ 稠密 ニ存 シ内方ノRndiatio

 optioa及 ビ網状層ニ蔓延 シ床枕 ノ外境ニ至テ背腹ニ長ク排列群在セルヲ見ル,外 膝状體背核ハ背部 ノ内腹部

及ビ腹部ハ背内部ニ變性顆粒夥多ナレドモ前切片ヨリハ稍々減數セ リ.床枕ニ 於テモ然 リ.視 丘側核a及 ビ

bニ 微細ナル變性顆粒散在セリ.

外膝賦體口端ハ高サ.外 膝状體背核ノ背腹雨部竝ユ視丘側核aニ 微細僅數ノ變性顆粒存ス.視 丘側核b

ハ殆 ド之ヲ見ズ.

尾 状核尾部ノ高サ.視 丘側核aニ 微細 ノ散在性顆粒ヲ見ルモ側核bニ ハ全ク之ヲ見ズ.尾 状核ノ腹側ニ

接シテ内嚢内ニ少數ノ變性顆粒アルモ口方ニ進メバ之ヲ見ザルニ至ル.

第2項　 概 括 及 ビ考 案

損 傷 ハ左側 後頭 極部即 チGyrus lateralis posterior 竝ニGyrus splenialis posteriorノ 大 部

分Gyrus splenialis及 ビGyrus suprasplenialisノ 尾 部 ノ皮髄兩質 ニア リ.

遠 心性皮質視覧纎維 ノ徑路及 ビ其終 止ヲ案 ズル ニ(Fig.17).損 傷 部 ヨ リ起 レル變 性纎維群 ハ

半卵 圓中心 ヲ口方ニ 傾 キ外腹走 シ次 デ口内腹 方ニ 轉 ジ放線状冠 ヲ經 テ内嚢ニ 入 リ大部分ハ外膝

状體 口部 ノ範圍 内ニテ其背 部中ヲ内走 シ網 状層ニ 入 リRadiatio opticaヲ 經, 1半 ハ外膝 状體

背核,床 枕,視 丘側核a及 ビbニ 分怖 シ, 1半 ハ遠 ク尾走 シテ前四疊體ニ 終 止 セ リ.外 膝状體

口端 ヨリモ口方 ニ アル遠心性皮質視壷纎維 ハ視丘側 核aニ 分布 スル ノ ミ.

外膝状體ニ終止スルモノハ背核背部ニテハ大部分ハ腹内方ヨリ1部 分ハ外腹方 ヨリ進入分布

セリ.同 核口部ニテハ主 トシテ背内方 ヨリ進入スルモ僅數 ノモノハ外方 ヨリモ分怖 セリ.外 膝

状體中部及 ビ尾部ニ於テモ背内部ニ多數纎維ノ終止ヲ見ルモ同體尾端ニハ纎維ハ禰漫性ニ分布

セリ.視 丘側核ニ於ケル遠心纎維ノ分布部ハ側核aノ 尾部及 ビ中部,側 核bノ 尾部ナ リhス.

床枕ニハ外膝状體ニ次 ギ多數 ノ遠心纎維終止セリ而シテ其口端 ヨリ尾端 ニマデ及 ブ.

前四疊體ニ終止スル遠心纎維ハ3種 ノ徑路ヲ取ル.即 チ1)外 膝状 體ヲ貫通 セルモノ2)外

膝状體 ト視丘側核及 ビ枕 トノ間ヲ尾走セシモノ3)枕 ヲ通過セルモノ是ナ リ.此3者 ハ外膝状
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體尾部ノ高サニ於テ相前後 シ何 レモRadiatio apticaニ

入 リ次 デ内腹走 シ前四疊體膊 ヲ經テ前四疊體 ノ口部及 ビ

中部ニ分布 セリ(Fig.17).該 體 ニハ主 トシテ視神經纎

維層,表 在灰白質及 ビ中間灰白質 ノ3層ニ 終止スルモ尚

ホ帶状下層ニモ終 レルモノア リ.

反對側前四疊體 ニハ終止ヲ認 メズ.大 腦脚足及 ビ反對

側後頭極皮質 ニモ變性纎維ヲ見タルモ本問題外 ニツキ之

ヲ略ス.

第IV章　 實 驗2

第1項　 外 膝 状 體 破 壞(Nissl-Methode)

實験第1ノ モ ノト同大 ノ犬 ノ左側外膝状體ヲ破壞シ術後10

日ニジテ生體固定法ニテ動物ヲ殺シ採腦後Nissl標 本 ヲ製作セ

リ.

顯 微鏡的所見.口 方ヨリ尾方ニ向テ變化 ヲ追跡記載センニ

尾状核中部ノ高サ.此 部分ニ 損傷 ノ口端アリ尾状核ノ背外部

ハ放線状冠 ヨリ離断サレ同該背内部ニハ損傷ニヨル小空洞 ヲ見

ル.其 周壁 ノ細胞バ一次的變性ニ陷 リ消失又ハ變形シGliakerne

ハ増殖セ リ反對側ニ變化ヲ見ズ.

外膝状體口端ノ高サ.外 膝状體背核ノ背腹兩部,視 丘側核a

及 ビb,視 丘前核a,網 状層,尾 状核竝ニ内嚢 ノ1部ニ 損傷 アリ

視丘腹核aモ 亦大部分バ一次的變性ニ陷 レリ.反 對側ニ變化ヲ見ズ.

Pig. 17.

口端 ヨリ少 シク尾方ニ於ケル外膝状體口部ノ高サ.背 核背部ノ全部及 ビ腹部 ノ大部分損膓シ腹部ノ外腹

部ニ僅數ノ健康細胞 ヲ見ルノミ(Fig. 7).床 枕,視 丘側核a及 ビb,視 丘内核bノ 背外部モ共ニ 損傷 ヲ受 ク

半球側腦室ハ擴張セルモ皮質 ニハ變化ヲ見ズ.反 對側皮質モ亦然 リ.

外膝状體中部,高 サ.外 膝状體ノ背内 ノ大部分ガ損傷 ヲ受ケ出血竈ヲ有セリ.此 附近ノ細胞バ一次的變

性 ヲ起 シGlickerneモ 増殖セ リ.其 他Fimbria及 ビCornu Ammonisニ 小損傷アリ.大 腦半球皮質ハ兩側共

異常ナシ.

外膝状體尾部ノ高サ.斷 面梨子状ナル外膝状體 ノ背内端部及ビ該體 卜床枕 トノ間ニ小損傷 アリ.其 附近

ニ Gliakerne増 殖 セ リ.前四疊體 ノ視神經纎維層及ビ表在灰白質ハ變性シ細胞ハ消失シ或ハ汚穢ノ状 ヲ呈シ

變形セ リ.内 膝状體背核 ノ背内部モ亦變性ニ陷レルヲ見ル.大 腦半球ニ ハ兩側共變化ヲ見ズ.

外 膝状體尾端ノ高サ.外 膝状體尾端ハ全 ク損傷セルモ其周圍部ハ損傷ヲ免ル.其 他ノ所見ハ前切片 卜同

様ナリ.

前 四疊尾端ノ高サ.此 部位ニテハ全 ク損傷ヲ見 ズ且前四疊體ニ變性ナシ.大 腦半球中Gyrus lateralisノ
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皮質ノ深層ニ弱擴大ニテ染色不良 ノ細長部ヲ見ル(Fig. 8).是 レ變性セル神經節細胞層ノ深層及ビ多形細

胞層ニシテ細胞ハ消失 シ或ハ著シク變化 シ染色 シ難ク一般ニ 汚穢ノ状 ヲ呈セ リ(Fig. 9).之ニ 反 シ反對側

ニハ健康細胞明瞭ニ存在セ リ(Fig. 10).

後四疊體中部ノ高ザ.此 部位ヨリ半球尾端マデGyrus postluternlisハ前切片 卜同様ノ所見ヲ呈ス.反 對

側ニ變化ナシ.

第2項　 概 括 及 ビ考 案

外膝状體 口部及 ビ尾端ノ殆 ド全部 卜,中 部及 ビ尾部ノ背内側ノ1部 トガ員傷 セリ.其 他床枕

ノ口部及 ビ中部,視 丘側核a及 ビbノ 中部及 ビ尾部,視 丘前核aノ 尾部,視 丘内核bノ 背外部,

内嚢及 ビ網状層ノ1部,尾 状核, Cornu Ammonis, Fimbria等 ノ1小 部 モ犯サ レ居 レリ.要

ズルニ第1視 覚中樞(前 四疊體 ハ外傷ヲ免 レタレドモ其口部反 ビ中部ハニ次的變性テ呈セ リ)

ノ大部分ハ損傷テ蒙 レリ. Monakow氏 ハ内嚢破壞後 ニ於ケル視半球 ノ變化ハ皮質ノ第3層 ト

第5層 ニ見ル ト云ヘルモ余ノ所見ニ據 レバ後頭極部即チGyrus poetlateralisノ 皮質ハ神經節

細胞層ノ深部及 ビ其直下ノ多形細胞層 ニ變化テ示 セリ.然 レドモ此變化 ハ外膝状體 ノモノ(實

驗第IV)ノ 如 ク著明ナラズ.即 チ半球皮質ノ細胞ハ犬ニ於 テモ家 兎ニ於 ケルガ如ク頗ル抵抗力

ニ富 メルモノ トス.内 膝状體背核 ノ變性ハ該體 ヨリ顱頂葉ニ分布 スル纎維ガ犯サレシ結果ナ リ

ト ス.

第V章　 實 驗3

第1項　 外膝状 體破壞(Mrschi-Methode)

實験第2ト 同様ノ手術ヲ前者卜同大ノ犬ニ施行シ術後3週 間ニテ該動物ヲ穀 シ其腦ヲMarohi標 本 トナセ

リ.

顯微鏡的所見.口 方ヨリ尾方ニ向テ變化ヲ追跡記載センニ

尾状核尾部 ノ高サ.損 傷ハ尾状核,放 線状冠及ビ内嚢ニ僅ニ存ス.是 レ損傷ノ口端 トス.内 嚢放線状冠

Centrum semiovale等ニ 變性顆粒 ヲ見ル.

外 膝状體口部ノ高サ.外 膝状體背核ノ腹背兩部ハ全 ク破壞サレRadiatio option,床 枕.視 丘側核a及 ビb

ノ1部 モ共ニ頁傷セ リ.視 丘側核a及 ビbハ 損傷縁ニ 稠密内方ニ疎ナル變性顆粒ヲ示セ リ.視 丘腹核a及 ビ

b竝 ニ網状層バ一股ニ瀰漫性變性顆粒:ヲ有セリ其1部 ハ寧 口稠密ニ群在シ 内嚢及ビ放線状冠ニ蔓延セ リ又

大腦脚足 ノ背外端及ビ視路 ノ外背部ニ モ稠密ノ變性顆粒ヲ見ル.側腦室ハ甚 シク擴張セリ.半球 ノCentrum

 semiovaleニ 稍 々濃厚 ナル變性顆粒群ア リ之ヨリ背方ノ髓質中ニハ散在性變性顆粒アリテGyrus laterulis

及 ビGyrus supreslvius medialisノ 皮質 ノ深層ニマデ之ヲ追及スルヲ得.反 對側ニハ變化ヲ見 ズ.

外膝状體口部尾端 ノ高サ.損 傷ハ此高サニ於テ最モ廣大ニ シテ外膝状體背核背部ノ全部,同 核腹部ノ背

内部及ビRadiatio optica,床 枕等ヲ犯 シ(Fig.11).其 周縁ニハ極メテ稠密 ノ黒色變性顆粒ヲ見ル.半 球ニ

於ケル所見ハ前切片 卜大差ナキモ放線状冠ノ外腹部ニ アル稠密ナル變性顆粒群ハ増量セ リ.
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外膝状體中部 ノ高サ.外 膝状體背内部ニ損傷アリ其邊縁及ビRadiatio optica中 ニ變性顆粒ラ見ル.擴 張

セル側腦室ノ背外側ニ接 シCentrum semiovale中ニ 特ニ稠密ナル變性顆粒群ア リ. Gyrus lateralisノ皮質

ニ散在セル變性顆粒ハ前切片ヨリモ増加セリ.

外 膝 状 體尾 部 ノ高 サ.外 膝 状 體 背 内部 員 傷 セ リ.内 膝 状 體 背 核ニ 變 性 顆 粒 ヲ見 ル. Rndintio optioa及 ビ

前 四 疊 體 ノ視 神 經 纎 維 層,表 在 及 ビ 中間 灰 白質ニ 變 性 顆 粒 ヲ見 ル.大 腦 半 球ニ 於 テ ハCentrum semiovale

中 ノ變 性 顆 粒 ハ 髓 質 中ニ 稍 々廣 ク瀰 漫 シGyrus lateralis, Gyrus supraspleninlis, Gyrnes splenia1is, Gyrus

 suprnsylvius posterior等 ノ皮 質 ノ深 層ニ マ デ 波 及 セ リ.但 内 顆粒 層 ヨ リ上 方ニ ハ 之 ヲ見 ズ(Fig. 12).

前四疊體中部ノ高サ.前 四疊體ノ表在灰白質,視 神經織維層,中 間灰白質,帯 状下層等ノ中央部ニ多ク

ノ微細ナル變性顆粒ヲ見ル.此 者尾方ニ向テ減數スルモ前四疊體尾端 ニマデ之ヲ追跡 シ得.内 膝状體尾部ニ

ハ變性顆粒ヲ見ズ.大 腦脚足ニハ稠密ナル變性顆粒アリ.他 ノ所見ハ前切片 ト大差無 シ.反 對側ニハ全ク變

化ヲ見ズ.

後 四 疊 體 口部 ノ高 サ.大 腦 半 球 ニ於 テハCentrum semiovale中 ノ變 性顆 粒 ハ全 ク瀰 漫性 トナ リGyrus

 lateraiis posterior Gyrus splenialis posteriorノ 皮 質 ニ向 テ 散 在 セ リ.更ニ 尾 方 ノ所 見 モ同 様 ナ リ.反 對 側

ニハ變 化 ナ シ.

第2項　 概 括 及 ビ考 案

外膝状體 ハ口部ノ大部分,中 部尾部ノ背内部ヲ犯サレ(床枕,視 丘側核a及 ビb竝 ニCorona 

radiata,内 嚢, Radiatio optica等 ノ1部 モ共 ニ負傷 セ リ)

同 部 ヨ リ出 ヅル變性求心性纎 維 ハRadiatio opticaヲ 經

内嚢 ヲ外走 シ,放 線状冠 ニ出デ次 デCentrum semiovale

中 ヲ背 内走 シ其1小 部ハGyrus lateralisノ 尾 部 ノ皮質

ニ終 止シ他 ノ大 部ハGyrus suprasylvius posterior,半

球 後頭極 ノGyrus lateralis posterior及 ビGyrus sple-

nialis posteriorノ 皮 質 ノ内顆粒層 ニ至 テ終 止 セ リ.本

例 ニ於 テ半球 皮質 ニ分布 スル變性纎維 ノ多 キハ外膝 状體

ル附近部 ガ共 ニ員傷 セシガ爲 ニ シテGyrus suprasylvius

 medialis等 ニ分布 スル變性纎維 ノ如 キハ内膝状 體 ヨリ起

リシ纎維 ガ其 徑路 中 ニテ犯 サ レシモノニ外 ナラズ.前 四

疊體ニ 見ル纎 維 ノ變 性ハ外膝状體 ヨ リノ纎維 ト遠心性皮

質視覚纎維竝 ニ網膜纎維 ガ或 ハRadiatio optica或 ハ視

路末端 ニテ犯 サ レシニ ヨル.大 腦脚足 中ノ變性 顆 粒ハ遠

心性 皮質纎維 ノ切斷 セラ レシニ基 キ.内 膝状體 ニ於 ケル

纎維 ノ變性 ハ外膝状體 ノ部 分ニテGuddensche Kommi-

ssurノ 纎 維 ガ切斷 サ レシニ ヨル ナラ ン(Fig. 18).

Fig. 18.
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第VI章　 實 驗4

第1項　 大腦半球後 頭極 部剔除(Niesl-Methode)

實驗第1ト 同様ノ手術ヲ前實驗 ノ犬 ト同等大ノ犬ノ左後頭極部ニ施 シ術後10日 ヲ經テ生體固定後採腦 シ

Niesl標 本 ヲ製作セ リ.

顯微鏡的所見.切 片ヲ尾方ヨリ口方ニ追跡 ジ檢索セ リ.

半 球 尾 部 ノ高 サ. Fig. 13.ニ 見 ルガ 如 クGyrus lateralis posterior及 ビGyrus splenialis posteriorノ 皮

髓 兩 質 ノ大 部 分 ハ 剔 除 セ ラ レ皮 質 ノ表 層 ノ ミ若 干 殘 存 セ リ.ヨ リ尾 方 ノ部 ハ全 ク剔 除 セ ラ レ之 ヲ見 ズ.損 傷

部 ニ近 キ 部ニ テ ハ 神 經 細 胞 ハ一 次 變 性ニ テ 消失 又 ハ.萎縮 シ 或 ハ染 色 不良 トナ リ減 數 シGhakerne増 加 セ リ.

他 ノ廻 轉 ニハ 損 傷 ナ シ.

後 四 疊 體 中 部 ノ高 サ. Gyrus lnteralis, Gyrus splenialis及 ビGyrus suprusplenialis ハ.皮質 ノ表 層 ヲ僅ニ

殘 シ他 ハ 破 壊 セ ラ ル 但Gyrus splenialisノ 皮 質 ノ1部 ハ.島状ニ 損 傷 空 洞 内ニ 殘 留 セ リ.之 ヨ リ稍 々 口方ニ

進 メ バ 損 傷 部 次 第ニ 小 トナ リGyrus lateralisノ 髓 質 中ニ ノ ミ 之 ヲ見 ル ニ至 ル.

前四疊體尾端ノ高サ.全 ク損傷ヲ見ズ且前四疊體及ビ其他ニ變化ヲ認メズ.反 對側ニ於テモ亦然 リ.

外膝状體尾端ノ高サ.外 膝状體尾端ニ變化ナシ其他 ノ所見ハ前切片同様ナ リ.

外膝状體尾部ノ高サ.外 膝状體ハ梨子状ヲ呈スルニ至 リa, b, cノ3細 胞群出現セリ此部 ヨリ稍々口方

ニテ該體尾中兩部ノ移行部ニ於テ其背内部中ニ變性セル所ア リ.之 ヲ精査スレバb群 ノ範圍内ニテ背腹ニ

長クa群 ヲ抱 ケルガ如 キ状ヲ呈セ リ(Fig. 19ノ1).

外 膝状體中部尾端 ノ高サ.外 膝状體中ノ變性部ハ稍々廣大トナ リ圓形ヲ帯ビ其外側ハa群 ニ内側ハc群

ニ殆 ド接スルニ至ル(Fig. 19ノ2).此 變 性部ハ外膝伏體中部中央ノ高サニ至ルマデハ益 々増大 スルヲ見ル.

外膝状體中部中央 ノ高サ.外 膝状體ニ於ケル變性部ハ(Fig. 14). b群 ノ背部ノ外ニa群 ノ背内部c群 ノ

腹外部ニ モ蔓延 シ同部ノ神經細胞ハ多クハ消失シ或ハ消失セントスル状ヲ呈セリ.殘 留セル少數 ノ細胞ハ

一般ニ染色不良 ニシテ汚穢ノ観アリ而シテGliakerne増 殖 セリ(Fi9.15).之 ヲ反對側 ノ健康細胞(Fig.16) .

卜對照 スレバ其差著シキヲ見ル.上 記ノ外 ニ變化部ヲ見ズ.

外膝状體中部口端ノ高サ. Fimbriaハ 狹細 トナ リ,外 膝状體 ト大腦半球 トノ間ニ存ス.外 膝状體外側ノ

Radiatio optioaハ 大 トナリ(此 部ハMonakow氏 ノ所謂Hilusニ 相當ス)a群 ハ腹外方ニ開ケルV字 形 ヲ呈

セリ.該 體内側ニハ床枕ガ著 シク發育セルヲ見ル.變 性部ハ主トシテ外膝状胆a群 ノ屈曲部ニ存 シc群 ノ之

ニ接セル部ニモ及ベリ.之ニ 反シb群 ハ變性ヲ免ル.枕 及ビ其他ノ部分ニ變化ヲ見ズ.

外膝状體口部尾端 ノ高サ.外 膝状體背核ガ背腹兩部ニ分 レントスル部ニ於テハ腹部a群 ノ背端ニ1小 變

性部ヲ見ル.此 高サニ於テハ本來 ノ外膝状體腹核出現セリ.即 チ背核腹部ノ外腹方ニ小紡錘形細胞ノ群 トシ

テ存スルモ變性ヲ見ズ.

外 膝状體口部中央 ノ高サ.此 部ヨリ口方ニ向テハ何等變化ナシ.反 對側モ亦然 リ.

第2項　 概 括 及 ビ考 案

左側 大腦半球後頭 極 ノ大 部分即 チGyrus lateralis posterior及 ビGyrus splenialis posterior
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ノ大部分Gyrus lateralis, Gyrus suprasplenialia及 ビ

Gyrus splenialis等 ノ尾部 ガ破壊 セラレ居 レリ.之 ガタ

メ起 リシ變性部ハ主 卜シテ外膝状體 ノ中部ニ存 シ僅ニ同

體尾部及 ビ口部ニモ及べ リ詳言ス レバ變性部ハ該體尾部

ト中部 トノ移行部ニ於テハb群 ノ背内部 ノ範圍内ニ新月

形乃至橢圓形ヲ呈 シ中部ニ於テハa群 ノ背内側隅. b群

ノ背内部及 ビc群 ノ外腹部ニ跨 リテ不 正四角形 ヲ呈セリ

ロ方ニ進ムニ從テa群 ノミニ限局スルニ至ル.該 體口部

ニテハ背核腹部a群 ノ背部ニ1小 圓形地 卜ナ リテ存在 セ

リ,反 之該體口端及 ビ尾端 ハ全ク變性ヲ免ルMonakow

及 ビMinkowaki氏 等ハ視皮質ノ尾部 ヲ破壊スレバ外膝

状體ノ尾部ニ變化 ヲ起 ス ト云ヘルモ予ノ所見ニ據 レバ主

トシテ外膝状體中部ニ變化ヲ認 メ同體口端及 ビ尾端ハ不

變ナルヲ見タリ(Fig. 19).

Fig. 19.

第VII章　 結 論

遠心性皮質視覚纎維ハ半卵圓中心,放 線状冠,内 嚢等

ヲ經 テ間腦ニ至ル.

該纎維ハ外膝状體背核,視 丘床枕,視 丘側核a及 ビb

竝ニ前四疊體ニ終止ス.

該纎維ハ外膝状體腹核ニハ終止セズ.

外膝状體背核ニ於ケル該纎維終止ノ状 ヲ述べ ンニ該核口背部ニハ内腹方 ヨリ口腹部ニハ内背

方ヨリ進入終1ヒセリ.該 核中部及ビ尾部ニハ主 トシテ内背方 ヨリ進入シ終止スルモ若干ノ纎維

ハ外腹方 ヨリモ進入終止 セリ.

該纎維 ノ外膝状體中ニ於ケル分布量ハ中部殊ニ其背内部ニ最 モ多クシテ次ハ尾部,口 部 ノ順

ナリ.

該纎維ノ1部 ハ床枕ニ於テモ其口端 ヨリ尾端ニ 至ル全長 ヲ通 ジ終止ス.

該纎維ノ1部 ハ視丘側核aノ 中部及 ビ尾部,視 丘側核bノ 尾部ニ モ終 止ス.

該纎維ノ1部 ハ前四疊體ニ モ至ル其徑 路ニ3ツ アリ即 チ

1)外 膝状體 ト床枕 トノ間ヲ尾走 シ外膝状體 中.尾 兩部ノ移行部 ノ高サニ於テ 其背内側 ノ

Radiatio optica中ニ 入 リ内腹尾走 シ前四疊體膊 ヲ經テ前四疊體ノ口部及 ビ中部ニ終止スルモ

ノ.

2)外 膝状體中ヲ貫通 シ該體中尾兩部ノ移行部ノ高サニ於テRadiatio opticaニ 入 リ第1ノ
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纎 維ニ 合 スルモノ.

3)床 枕 ヲ貫 通 シ其尾部ニ 於 テRadiatio optica中ニ 入 リ第1及 ビ第2ノ 纎 維 ト合 スルモ ノ

是 ナ リ.

前四疊體ニ於 ケル遠心性皮質纎維ノ終止ハ視神經纎維層,表 在灰白質,中 間灰白質ノ3層ニ

之 テ見ル.

該纎維ハ反對側前四疊體 ニハ赴カズ.

遠心性皮質視覚纎維 ノ起 首部 ハGyrus lateralis posterior竝 ニGyrus lateralis尾 部 ノ皮質

ニシテ神經節細胞層 ノ深部及 ビ多形細胞層 ヨ リ起ルモノ トス.

求 心 性 視 覺 纎 維 ハ 半 卵 圓 中 心 ヲ經 テGyrus lateralis, Gyrus supraeplenialis, Gyrus sple

nialis, Gyrus suprasylvius posterior, Gyrus splenialis posterior, Gyrus lateralis posterior

等 ノ 皮 質 ノ 内 顆 粒 層ニ 終 止 ス.

後頭極ニ分布xri求 心性視豊纎維 ノ起首部ハ外膝状體 ノ背内部ニシテ就中該體 中部ニテ最モ

廣ク尾部及 ビ口部ニテハ狹細ナリ.該 體口端 及ビ尾端 ハ之ニ開係ナシ.

擱筆ニ臨 ミ恩師上坂教授ノ御懇篤ナル御指導 ト御校閲ニ對シ滿腔 ノ謝意ヲ表ス.(5. 1. 11.受 稿)
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附 圖 説 明

Fig. 1.犬 外 膝状體背核半模型圖(尾 方ヨリ口方

ニ至ル)

Fig. 2.犬 ノ後 頭 極 損 傷 部(Marohi-Methode)

Fig. 3. Oentrum semiovale中 ノ遠 心 性 視 覚 纎維

ノ變 性 セ ル ヲ示 ス(Marchi-Methode)

Fig. 4.外 膝 状體尾端ノ高サニ於テ遠心性視覚纎

維 ノ變性顆粒ヲ示ス(Marchi-Methode)

Fig. 5.外 膝状體尾部 ト中部 トノ移行部ノ高サニ

於ケル遠心性視覚纎維 ノ變性顆粒ヲ示ス

(Marchi-Meithode)

Fig. 6.外 膝状體中部 ヨリ稍々口方 ノ高サニ於ケ

ル遠心性視畳纎維ノ變性顆粒 ヲ示ス

(Marchi-Methode)

Fig. 7.外 膝 状 體 ノ損 傷 部(Nissl-Methode)

Pig. 8.遠 心 性 視 畳 纎 維 ノ起 首部 ノ 變 性 セ ル ヲ示

ス(Nissl-Methode)

Fig. 9. Fig. 8.ノ 變 性 細 胞(7×40.距 離25cm)

(Nissl-Methode)

Fig. 10. Fig. 8.ノ 反 對 側 該 當 部 ノ健 康 細胞(7×40

距 離25cm)(Nissl-Methode)

Fig. 11.外 膝 状 體 損 傷 ノ1部 ヲ示 ス

(Marohi-Methode)

Fig. 12.求 心性視畳纎維 ノ後頭極附近ニ於ケル變

性顆粒ヲ示ス(Marchi-Methode)

Fig. 13.後 頭 極 剔 除 部(Niss1-Methode)

Fig. 14.後 頭極ニ分布スル求心性視畳纎維 ノ外膝

状體中部ニ於ケル起首部ノ變性セルヲ示

ス(Nissl-Methode)

Fig. 15. Fig. 14.ノ 變 性 細 胞(7×40.距 離25cm)

(Nissl-Methode)

Fig. 16. Fig. 14.ノ 變 性 部 ニ該 當 スル 反 對 側 ノ健.

康 細胞(7×40.距離25cm)

(Nissl-Methods)

Fig. 17.遠 心性視畳纎維ノ走行及ビ終止 ヲ示ス.

半模型圖.

Fig. 18.求 心性視畳纎維 ノ走行及ビ終止ヲ示ス.

半模型圖.

Fig. 19.求 心性視畳纎維 ノ外膝状體内起首部ヲ示

ス.半 模型圖.

Verzeichnis der Abkurzungen.

Las.=Lesion. D. S.=Degenerierte Scbollen. D.=Degenerierte Stelle. C. q. a.=Corpus 

quadrigeminum anterius. Br. q. a.=Brachium quadrigeminum anterius. C. g. e.=Corpus geni
culatum externum. Pu.=Pulvinar. C. g. m.=Corpus geniculatum mediale. C. ra.= Corona 

radiates, Tr. op.=Tractus optious C. o.=Centrum semiovale. C. Am.=Cornu Ammonis. 

V. a.=Nucl. ventralis thalami a. V. b.=Nucl. ventralis thalami b. H. H. L.=Hinterhauptlappen. 

R. op.=Radiatio optica. Aq.=Aqueductus cerebri Sylvii. L. a.=Nuc1. lateralis thalami a. L. b.

=Nucl. lateralis thalami b. F. re.=Formatio reticularis. C. i.=Capsules interns. G. lat. post

=Gyrus lateralis posterior. G. lat.=Gyrus lateralis. G. spl. post.=Gyrus splenialis posterior. 

V. p. a.=Gruppe a der ventralen Partie des oralen Abscbnittes des Nucleus dorsalis corporis geniculati 

lateralis. V. P. b.=Gruppe b der ventralen Partie des o. A. d. N. d. c. g. l. D. P. a.=Gruppe a der 

dorsalen Patie des o. A. d. N. d. c. g. 1. D. p. c.=Gruppe a der dorsalen Partie des o. A. d. N. d. o. g. l.
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621. 018

Mine Inhaltsangabe.

Uber die Sehbahnen, welche die primaren Sehzentren mit der
 Sehrinde verbinden, besonders mit Rucksicht auf die

 Verbindung zwischen dem Corpus geniculatum 
externum und dem Hinterhauptpol.

(2. Mitteilung).

Von

Takashi Oshinomi.

Aus dem anatomischen Institut der Universitdt Okayama.

 (Dirtktor. Prof. Dr. K. Kosaka.) 
Eingegangen am 11. Januar 1930.

Schon fruher berichtete der Verf. beim Kanincheu uber die experimentellen Untet-

suchungen des in uberschrift stehenden Gebietes, diesmal beschaftigt er sich beim Huudo

 mit demselben Thema.

Das Ergebnis lautet, wie folgt.

Die Corticofugalsehfasern verlafen via Centrum semiovale, corona radiata, Capsura 

interna und Radiatio optica.

Danach endigen sie im Dorsalkern des Corpus geniculatum externum, im Pulvinar, 

im Lateralkern a und b des Thalamus und im Corpus quadrigeminum anterius.

Ihre Hauptendigungsstellen im Dorsalkern des C. g. e. sind die dorsomediale Partie 

des mittleren Abschnittes des Ferns sowie die orals und caudale Partie desselben.

Der Ventralkren des C. g. e. ist nach der Lasion des Occipitallappens•ganz andgar 

frei von den Marchischen Schollen, wie es auch beim Kaninchen der Fall ist.

Die Endigungsstelle der Rindensehhugelfasern im Pulvinar erstreckt sich von dem 

oralen bis zum caudalen Ends desselben.

Innerhalb des Nucl. lat. a thalami endigen die corticofugalen Sehfasern in seiner 

mittleren und caudalen Partie, wahrend ihre Endigungsstelle im Nucl. lat. b thalami in 

seiner caudalen Partie lokalisiert ist.

Die sich nach dem C. q. a. begebeuden corticofugalen Sehfasern schlagen dreierlei 

Wege ein:

1) Fasern, welche caudalwarts zwischen dem C. g. e. und Pulvinar ziehen, treten in 

der Hohe der Ubergangsstelle der mittleren und caudalen Partie des C. g, e. in die 

Radiatio optica ein, um dann auf dem Weg des Brachium quadrigeminum anterius in dem 

C. q. a. zu endigen.
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2) Fasern, welche das C. g. e. durchziehen, treten an der Ubergangsstelle der mit

tleren und caudalen Partie das C. g. e. in die Radiatio optica ein, um mit den ersteren 

Fasern zusammenzutreten.

3) Fasern, welche durch das Pulvinar ziehen, treten an seinem caudalen Ende in die 

Radiatio optica ein, um mit den eben erwahnten zweierlei Fasern zusammen weiter zu 

verlaufen.

Die Endigungsstellen der zentrifugalen Rindenfassern im C. q. a. sind Stratum o., Str. 

gri. superf. und Str. gr. intermed.
Seine zentrifugalen Rindenfasern begeben sich nach dem C. q. a. der gegenuber

liegenden Seite.

Die corticofugalen Sehfasern entspringen aus der Rinde des Gyrus lateralis posterioris 

und des G. lateralis u. z. aus der Lamina multiformis und der tiefen Schicht der Lamina 

ganglionaris.
Die corticopetalen Sehfasern ziehen durch das Centrum semiovale und endigen 

grossteils in der Lamina granularis interna des Gyrus lat. post. und des G. Byl. post., 
wahrend die tibrigen sich bis zur Rinde von G. lat., G. s. spl., G. spl. und G. suprasylv. 

post. u. s. w. verfolgen lassen.
Die corticopetalen Sehfasern entspringen hauptsachlich aus dem Dorsalkern des C. 

g. e.
Als Ursprungsstelle dieser Fasern nimmt der Dorsalkern des C. g. e. seine dorso

mediale Partie in Anspruch, welche sich in der Hohe des mittleren Drittels des Kerns 

stark entwickelt.

Der orale und caudale Endabschnitt des C. g. e. lasst keine corticopetalen Fasern 

entetanunen.
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